








<はじめに>

  前回の発表では、改良オーバーテーブルの製図を示したのみであった。今回

は、操作等の問題に主眼をおき、業者に再度、製図を依頼した。以後、前回発

表のものを No.l,今回発表のものを No.2 としてのべていく。


